
(57)【要約】

【課題】　道路上への設置が簡易に行えること。道路上

を通過する車両等が最新の道路情報を迅速に入手できる

こと。

【解決手段】　道路１上に道路情報を記録する記録媒体

を配置し、道路１上を通過する車両５または歩行者に前

記記録した道路情報を送信する道路情報記録装置１０に

おいて、記録媒体を電源を必要としないＩＤタグ１１と

した。このＩＤタグ１１には、一旦停止，信号機，カー

ブ（Ｒ１００）等の道路情報に関連した固有のＩＤ番号

を記録した。ＩＤタグ１１は、道路１上に施工する道路

印刷媒体１２に混入させた。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 道 路 上 に 道 路 情 報 を 記 録 す る 記 録 媒 体 を 配 置 し 、 道 路 上 を 通 過 す る 車 両 ま た は 歩 行 者 に
前 記 記 録 し た 道 路 情 報 を 送 信 す る 道 路 情 報 記 録 装 置 に お い て 、
　 記 録 媒 体 を 電 源 を 必 要 と し な い Ｉ Ｄ タ グ と し 、 道 路 情 報 に 関 連 し た 固 有 の Ｉ Ｄ を 前 記 Ｉ
Ｄ タ グ に 記 録 し た こ と を 特 徴 と す る 道 路 情 報 記 録 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｉ Ｄ タ グ を 道 路 上 に 施 工 す る 道 路 印 刷 媒 体 に 混 入 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 道 路 情 報 記 録 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 記 録 媒 体 に 記 録 し た 道 路 情 報 を 車 両 ま た は 歩 行 者 に 送 信 す る 道 路 情 報 記 録
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 道 路 面 に 交 通 規 制 内 容 に 応 じ た 配 列 で 金 属 片 又 は 磁 性 体 （ 以 下 、 金 属 片 等 ）
を 道 路 面 に 埋 め 込 み 、 金 属 片 等 の 配 置 パ タ ー ン に よ り 当 該 道 路 の 交 通 規 制 情 報 を 車 両 に 与
え る シ ス テ ム が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 そ の 他 に 、 道 路 情 報 を 車 両 運 転 者
に 与 え る シ ス テ ム と し て は 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム が あ る 。
　 ま た 、 Ｉ Ｃ タ グ を 盲 人 用 ブ ロ ッ ク に 内 蔵 あ る い は 盲 人 用 ブ ロ ッ ク の 下 に 敷 設 し 、 歩 行 者
に 目 的 地 へ 到 達 す る ま で の 情 報 を 与 え る も の も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ５ － １ ３ ５ ２ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ６ ５ ８ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 金 属 片 等 を 道 路 に 埋 め 込 む 際 に 、 既 存 道 路 の 掘
り 返 し 工 事 が 必 要 と な る 。 さ ら に 、 Ｉ Ｄ パ タ ー ン を 金 属 片 等 で 再 現 す る 場 合 に お い て 、 互
い に 干 渉 し な い 磁 界 を 確 保 す る に は 、 十 分 な 埋 設 ス ペ ー ス が 必 要 と な る の で 、 市 街 地 な ど
既 に 完 成 し て い る 狭 い 交 差 点 な ど で は 、 必 要 な 埋 設 ス ペ ー ス の 確 保 が 難 し い な ど の 問 題 点
が あ る 。 こ の 点 は 、 特 許 文 献 ２ の 技 術 に お い て も 同 様 で あ る 。
　 ま た 、 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム に お い て は 、 道 路 情 報 を カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ
ム 本 体 が 持 つ 地 図 情 報 な ど か ら 入 手 す る が 、 地 図 情 報 は そ の 作 成 及 び リ リ ー ス 迄 に 時 間 を
要 す る た め 、 新 設 さ れ た 道 路 情 報 が シ ス テ ム 上 の 地 図 デ ー タ に 記 載 さ れ る ま で 、 車 両 側 は
道 路 情 報 を 知 り 得 な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 道 路 上 へ の 設 置 が 簡 易
に 行 え 、 道 路 上 を 通 過 す る 車 両 ま た は 歩 行 者 が 最 新 の 道 路 情 報 を 迅 速 に 入 手 す る こ と の で
き る 道 路 情 報 記 録 装 置 の 提 供 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 道 路 （ 例 え ば 、 後 述 の 実 施 例 に お
け る 道 路 １ ） 上 に 道 路 情 報 （ 例 え ば 、 後 述 の 実 施 例 に お け る 道 路 環 境 情 報 ） を 記 録 す る 記
録 媒 体 を 配 置 し 、 道 路 上 を 通 過 す る 車 両 （ 例 え ば 、 後 述 の 実 施 例 に お け る 車 両 ５ ） ま た は
歩 行 者 に 前 記 記 録 し た 道 路 情 報 を 送 信 す る 道 路 情 報 記 録 装 置 （ 例 え ば 、 後 述 の 実 施 例 に お
け る 道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ ） に お い て 、 記 録 媒 体 を 電 源 を 必 要 と し な い Ｉ Ｄ タ グ （ 例 え ば
、 後 述 の 実 施 例 に お け る Ｉ Ｄ タ グ １ １ ） と し 、 道 路 情 報 に 関 連 し た 固 有 の Ｉ Ｄ （ 例 え ば 、
後 述 の 実 施 例 に お け る Ｉ Ｄ 番 号 ） を 前 記 Ｉ Ｄ タ グ に 記 録 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 道 路 情 報 （ 例 え ば 、 交 差 点 ， 一 時 停 止 ， 信 号 機 ， カ ー ブ ， 工
事 等 ） ご と に 固 有 の Ｉ Ｄ を 割 り 振 っ た Ｉ Ｄ タ グ が 道 路 上 に 配 置 さ れ る の で 、 新 た に 道 路 施
工 さ れ た 場 合 等 の よ う に 道 路 環 境 に 変 化 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も 、 Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 を 持
つ 車 両 や 歩 行 者 は 、 最 新 の 道 路 情 報 を 即 座 に 入 手 し て 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 道 路 情 報 記 録 装 置 に お い て 、 前 記 Ｉ Ｄ タ グ を
道 路 上 に 施 工 す る 道 路 印 刷 媒 体 （ 例 え ば 、 後 述 の 実 施 例 に お け る 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ ） に 混
入 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 既 存 道 路 の 掘 り 返 し 工 事 と い っ た 大 掛 か り な 作 業 を 行 わ ず と
も 、 既 存 道 路 に お け る 道 路 印 刷 媒 体 の 交 換 と 同 等 の 簡 易 な 作 業 を 行 う だ け で 、 車 両 ま た は
歩 行 者 は 最 新 の 道 路 情 報 を 即 座 に 入 手 し 、 利 用 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 設 置 済 み の 道 路 情 報 記 録 装 置 が 道 路 環 境 の 変 化 に 伴 い 不 要 と な っ た 場 合 に も 、 そ
の 除 去 作 業 は 簡 易 な も の と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 道 路 上 へ の 設 置 が 簡 易 に 行 え る と 共 に 、 道 路 上 を 通 過 す る 車 両 ま た は
歩 行 者 が 最 新 の 道 路 情 報 を 迅 速 に 入 手 し て 利 用 す る こ と が 可 能 な 道 路 情 報 記 録 装 置 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 最 良 の 形 態 で あ る 実 施 例 を 図 １ ～ 図 ６ の 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ に お い て 、 道 路 １ 上 に 印 刷 さ れ た 「 止 ま れ 」 の 路 面 標 識 ２ の 前 方 に は 、 本 実 施 例 の
道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ が 配 設 さ れ て い る 。
　 こ の 道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ は 、 無 線 通 信 に よ る 自 動 認 識 技 術 （ 例 え ば 、 Ｒ Ｆ Ｉ Ｄ 「 Ｒ ad
io Ｆ requency Ｉ Ｄ entification」 ） を 利 用 し た Ｉ Ｄ タ グ １ １ を 単 数 あ る い は 複 数 個 （ 図
１ で は ４ 個 ） 含 有 す る 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ が 道 路 １ 上 に 印 刷 さ れ て な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ は 、 例 え ば 、 車 線 区 分 の 白 線 ３ ， 横 断 歩 道 の ゼ ブ ラ マ ー ク ， 矢 印 ・ Ｕ
タ ー ン 禁 止 等 の 図 形 ， 一 時 停 止 表 示 や 行 先 表 示 等 の 文 字 よ り な る 路 面 標 識 ２ 等 の 路 面 印 刷
に 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 道 路 塗 料 等 で あ る 。
　 Ｉ Ｄ タ グ １ １ は 、 電 源 を 必 要 と せ ず 、 か つ 、 外 部 信 号 に 励 起 さ れ て Ｉ Ｄ 番 号 を 返 信 す る
も の で あ り （ 図 ２ ， 図 ３ 参 照 ） 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ が 施 工 さ れ る 道 路
環 境 に 固 有 の 、 言 い 換 え れ ば 、 予 め 道 路 環 境 毎 に 設 定 さ れ て い る 道 路 環 境 情 報 （ 道 路 情 報
） と １ ： １ の 関 連 を 有 す る Ｉ Ｄ 番 号 （ Ｉ Ｄ ） が 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 一 例 を 図 ５ に 示 す 。
　 こ の 図 に 示 す よ う に 、 道 路 環 境 情 報 と し て 「 一 旦 停 止 」 ， 「 信 号 機 」 ， 「 カ ー ブ （ Ｒ １
０ ０ ） 」 の ３ つ を 想 定 し て い る 場 合 に は 、 各 道 路 環 境 情 報 に 関 連 付 け ら れ た 「 ０ ０ ０ ０ Ｆ
Ｆ ０ ０ ０ ０ Ｅ 」 ， 「 ０ ０ ０ ０ Ｆ Ｆ ０ ０ ０ ０ Ｆ 」 ， 「 ０ ０ ０ ０ ０ Ｅ ０ ０ １ ０ ０ 」 と い う ３ つ
の Ｉ Ｄ 番 号 が 用 意 さ れ て お り 、 い ず れ か １ つ の Ｉ Ｄ 番 号 が 各 Ｉ Ｄ タ グ １ １ に 記 録 さ れ る 。
　 こ の と き 、 同 一 環 境 の 道 路 １ 上 に 配 置 さ れ て 同 一 の 道 路 環 境 情 報 を 送 信 す る Ｉ Ｄ タ グ １
１ に は 、 同 一 の Ｉ Ｄ 番 号 が 共 有 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 Ｉ Ｄ タ グ １ １ を 備 え た 道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ の 舗 装 道 路 １ へ の 施 工 方 法 に つ い て
説 明 す る 。
　 Ｉ Ｄ タ グ １ １ に は 、 予 め 道 路 環 境 毎 に 共 有 か つ 各 環 境 に 固 有 の Ｉ Ｄ 番 号 を 書 き 込 ん で お
く 。 次 に 、 こ の Ｉ Ｄ 番 号 書 き 込 み 済 み の Ｉ Ｄ タ グ １ １ を 路 面 印 刷 前 の 液 状 の 道 路 印 刷 媒 体
１ ２ に 単 数 又 は 複 数 個 混 ぜ 込 む 。 本 実 施 例 で は 、 同 一 の Ｉ Ｄ 番 号 が 記 録 さ れ て い る Ｉ Ｄ タ
グ １ １ の み を １ ロ ッ ト 分 の 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ に 複 数 個 混 入 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か る 後 、 道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ を 配 設 す べ き 舗 装 道 路 １ 上 に 、 そ の 道 路 環 境 に 対 応 す
る Ｉ Ｄ 番 号 が 付 与 さ れ た Ｉ Ｄ タ グ １ １ を 含 有 す る 液 状 の 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ を 印 刷 す る 。
　 例 え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 道 路 環 境 が 「 一 旦 停 止 」 の 場 所 で あ る 場 合 、 こ の 「 一 旦 停
止 」 に 対 応 す る 「 ０ ０ ０ ０ Ｆ Ｆ ０ ０ ０ ０ Ｅ 」 と い う Ｉ Ｄ 番 号 が 書 き 込 ま れ た Ｉ Ｄ タ グ １ １
を 含 有 す る 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ を 用 い 、 こ の 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ を 道 路 １ 上 の 所 定 箇 所 、 本 実
施 例 で は 「 止 ま れ 」 と い う 路 面 標 識 ２ の 前 方 に 印 刷 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 ２ １ を 持 つ 車 両 ５ が 道 路 １ 上 に 施 工 さ れ た 道 路 情 報 記 録 装 置
１ ０ に 対 し て 励 起 信 号 を 送 信 す る と （ 図 ２ ） 、 固 化 し た 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ 内 の Ｉ Ｄ タ グ １
１ が そ れ に 書 き 込 ま れ て い る Ｉ Ｄ 番 号 を 車 両 ５ 側 に 返 信 す る （ 図 ３ ） 。 こ の Ｉ Ｄ 番 号 は 、
道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ が 配 設 さ れ た 道 路 １ の 道 路 環 境 に 固 有 の も の で あ る 。
　 従 っ て 、 Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 ２ １ を 積 載 し た 車 両 ５ は 、 最 新 の 道 路 環 境 を 反 映 し た 道 路 環
境 情 報 を 即 座 に 入 手 し 、 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 説 明 し た と お り 、 本 実 施 例 の 道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ は 、 Ｉ Ｄ タ グ １ １ に 道 路 環 境 （
例 え ば 、 交 差 点 ， 一 時 停 止 ， 信 号 等 ） ご と に 固 有 の Ｉ Ｄ 番 号 を 割 り 振 り 、 こ の Ｉ Ｄ タ グ １
１ を 道 路 印 刷 媒 体 １ ２ に 混 入 さ せ た も の が 道 路 １ 上 に 印 刷 さ れ て な る も の で あ る か ら 、 掘
り 返 し 工 事 等 の 大 掛 か り な 作 業 を 行 う こ と な く 、 既 存 道 路 に お け る 道 路 印 刷 媒 体 の 交 換 と
同 等 の 簡 易 な 作 業 を 行 う だ け で 道 路 １ 上 に 設 置 す る こ と が で き る 。
　 こ れ に よ り 、 新 た に 道 路 施 工 さ れ た 等 の よ う に 道 路 環 境 に 変 化 が 生 じ た 場 合 で あ っ て も
、 Ｉ Ｄ タ グ を 励 起 し 、 Ｉ Ｄ タ グ 信 号 を 解 読 す る Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 装 置 ２ １ を 車 両 ５ 側 が 積
載 し 、 あ る い は 歩 行 者 が 所 持 し て い れ ば 、 Ｉ Ｄ 番 号 固 有 の 道 路 環 境 情 報 を 常 に 最 新 の 情 報
と し て 入 手 し 、 即 座 に 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 と は 逆 に 、 設 置 済 み の 道 路 情 報 記 録 装 置 １ ０ が 道 路 環 境 の 変 化 に 伴 い 不 要 と な っ た
場 合 、 例 え ば 、 道 路 環 境 情 報 が 「 工 事 」 で あ る 場 合 に お い て 、 そ の 工 事 が 終 了 し た よ う な
と き に は 、 そ の 除 去 作 業 を 既 存 道 路 に お け る 道 路 印 刷 媒 体 の 剥 離 作 業 と 同 じ よ う に 簡 易 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 ２ １ を 備 え た 走 行 支 援 装 置 の 一 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 こ の 走 行 支 援 装 置 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｉ Ｄ タ グ １ １ を 励 起 し 、 Ｉ Ｄ タ グ １ １ か ら 返
信 さ れ た Ｉ Ｄ タ グ 信 号 を 解 読 す る Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 ２ １ と 、 車 両 状 態 量 セ ン サ ２ ２ と 、 制
御 装 置 ２ ３ と 、 制 動 装 置 ２ ４ と 、 触 覚 的 伝 達 装 置 ２ ５ と 、 視 覚 的 伝 達 装 置 ２ ６ と 、 聴 覚 的
伝 達 装 置 ２ ７ と 、 不 揮 発 性 の 記 憶 装 置 ２ ８ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
　 車 両 状 態 量 セ ン サ ２ ２ は 、 例 え ば 車 速 セ ン サ や 舵 角 セ ン サ 等 を 備 え 、 自 車 両 ５ の 速 度 情
報 や 加 速 度 情 報 ， ブ レ ー キ 作 動 情 報 ， ス テ ア リ ン グ 操 作 状 況 （ 舵 角 情 報 ） 等 、 自 車 両 ５ が
走 行 時 に 入 手 可 能 な 移 動 情 報 デ ー タ を 取 得 し 、 制 御 装 置 ２ ３ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 制 動 装 置 ２ ４ は 、 例 え ば ブ レ ー キ 制 御 装 置 や ス ロ ッ ト ル 制 御 装 置 等 で あ り 、 制 御 装 置 ２
３ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 に 応 じ て 、 例 え ば ブ レ ー キ 液 圧 や ス ロ ッ ト ル 開 度 等 を 制 御 し て
自 車 両 ５ に 制 動 力 を 作 用 さ せ る 。
　 触 覚 的 伝 達 装 置 ２ ５ は 、 例 え ば シ ー ト ベ ル ト 装 置 や 操 舵 制 御 装 置 等 で あ り 、 制 御 装 置 ２
３ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信 号 に 応 じ て 、 シ ー ト ベ ル ト に 所 定 の 張 力 を 発 生 さ せ て 乗 員 に 対 し
て 締 め 付 け 力 を 作 用 さ せ た り 、 ス テ ア リ ン グ に 振 動 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 視 覚 的 伝 達 装 置 ２ ６ は 、 例 え ば 表 示 装 置 等 で あ り 、 制 御 装 置 ２ ３ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信
号 に 応 じ て 、 表 示 装 置 に 所 定 の 警 報 情 報 を 表 示 し た り 、 所 定 の 警 報 灯 を 点 滅 さ せ る 。
　 聴 覚 的 伝 達 装 置 ２ ７ は 、 例 え ば 警 報 装 置 灯 で あ り 、 制 御 装 置 ２ ３ か ら 入 力 さ れ る 制 御 信
号 に 応 じ て 、 警 報 装 置 か ら 所 定 の 警 報 音 等 を 出 力 す る 。
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　 こ れ ら 伝 達 装 置 ２ ５ ～ ２ ８ は 、 他 の 車 両 や 歩 行 者 等 の 移 動 体 と 自 車 両 ５ と の 衝 突 や 接 触
が 生 じ る 可 能 性 が あ る こ と を 自 車 両 ５ の 乗 員 に 認 識 さ せ る た め の 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の ご と く 構 成 さ れ た 走 行 支 援 装 置 に お い て 、 Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 ２ １ よ り 取 得 し た 道
路 環 境 情 報 と 、 車 両 状 態 量 セ ン サ ２ ２ よ り 取 得 し た 移 動 情 報 デ ー タ （ 速 度 、 加 速 度 、 ブ レ
ー キ 作 動 情 報 、 ハ ン ド ル 操 作 状 況 等 ） が 制 御 装 置 ２ ３ に 入 力 さ れ る と 、 こ れ ら 道 路 環 境 情
報 と 移 動 情 報 デ ー タ が 当 該 制 御 装 置 ２ ３ に て 論 理 演 算 さ れ る 。
　 そ の 論 理 演 算 の 結 果 、 衝 突 の 危 険 が あ る と 判 断 さ れ た 場 合 は 、 制 動 装 置 ２ ４ ， 触 覚 的 伝
達 装 置 ２ ５ ， 視 覚 的 伝 達 装 置 ２ ６ ， 聴 覚 的 伝 達 装 置 ２ ７ の 少 な く と も １ つ が 作 動 し 、 車 両
５ を コ ン ト ロ ー ル す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 Ｉ Ｄ タ グ 読 取 装 置 ２ １ よ り 取 得 し た 道 路 環 境 情 報 は 、 車 両 ５ が 走 行 時 に 入
手 可 能 な 移 動 情 報 デ ー タ と の 論 理 演 算 に 用 い ら れ る こ と に よ り 、 車 両 ５ 側 を コ ン ト ロ ー ル
す る 補 助 信 号 と し て も 用 い る こ と が で き る 。
　 ま た 、 道 路 環 境 情 報 と 車 両 走 行 デ ー タ を ド ラ イ ブ レ コ ー ダ 等 に 代 表 さ れ る 不 揮 発 性 の 記
憶 装 置 ２ ８ に 記 録 し て お け ば 、 当 該 車 両 ５ が 事 故 に 遭 遇 し た 場 合 に は 、 そ の 解 析 デ ー タ と
し て 用 い る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種
々 の 設 計 変 更 が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 道 路 環 境 情 報 と し て は 、 上 記 の 他 に 「 位 置 情 報 」 ， 「 近 所 の 店 情 報 」 ， 「 新 商
品 等 の 広 告 」 等 、 種 々 の も の が 採 用 可 能 で あ る 。 こ ら の う ち 「 位 置 情 報 」 に つ い て は 、 カ
ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム に お け る マ ッ プ マ ッ チ ン グ に 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 道 路 情 報 記 録 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 道 路 情 報 記 録 装 置 に 対 し て 車 両 側 か ら Ｉ Ｄ タ グ 励 起 信 号 を 送 信 し て い る 状
態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 状 態 に 続 い て 、 車 両 に 対 し て 道 路 情 報 記 録 装 置 か ら Ｉ Ｄ 番 号 が 返 信 さ れ て
い る 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｉ Ｄ タ グ の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｉ Ｄ 番 号 と 道 路 環 境 と の 対 応 関 係 を 示 す 図 表 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ の 道 路 情 報 記 録 装 置 か ら 取 得 し た 道 路 環 境 情 報 を 用 い た 車 両 の 走 行 支 援 装 置
を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 道 路
　 ５ 　 車 両
　 １ ０ 　 道 路 情 報 記 録 装 置
　 １ １ 　 Ｉ Ｄ タ グ （ 記 録 媒 体 ）
　 １ ２ 　 道 路 印 刷 媒 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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